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１．緒言 

両親媒性の高分子電解質の中には、水中で単一ポリ

マー鎖によるミセルを形成するものがある。これらの

高分子ミセルは、臨界ミセル濃度がなく非常に安定で

あるため、低濃度の疎水性物質の除去に応用できる可

能性がある。さらに、ミセルの形成と崩壊がpHによっ
て制御可能なポリマーも報告されている1)。 
我々はこのようなpH応答型ミセル形成ポリマーと
して 2-(acrylamido)-2-methylpropanesulfonic acidのナト
リウム塩(NaAMPS) と比較的長鎖のアルキル基を持
つ 12-methacrylamidododecanoic acidのナトリウム塩
(NaMmD)との共重合ポリマーに注目した。このポリ
マーを支持体（ポリプロピレン(PP)不織布）にグラフ
トし、ビスフェノールA (BPA)の吸着特性を検討して
きた2)。本研究では、ミセルの形成・崩壊およびBPA
の吸着特性に及ぼすポリマー組成（共重合割合）とポ

リマーのグラフト量の影響について検討した。 
２．実験方法 

プラズマ開始重合法による支持体へのポリマーのグ

ラフト  既報2)と同様にPP不織布（2×2 cm、厚さ0.82 
mm）をプラズマ処理し、所定濃度のNaAMPSと
NaMmDの混合溶液に浸して、所定温度で所定時間反
応させた。溶媒にはpH 13のNaOH水溶液を用いた。 
BPAの吸着実験  吸着実験は回分操作で行った。pH
を調整した所定濃度のBPA水溶液にポリマーをグラフ
トした不織布を浸した。撹拌しながら所定時間吸着さ

せた後、溶液中のBPA濃度を分光光度計で測定し、物
質収支から吸着量を算出した。 
３．結果および考察 

これまでに、この種のポリマーへのBPAの吸着は、
ミセルへの取り込みと疎水性相互作用による吸着が同

時に起こっていることを見いだしている2)。   
Fig. 1 に、ミセルへの取り込みと疎水性相互作用に
よる吸着に及ぼすグラフト量の影響の一例を示す。グ

ラフト量の異なる 2種類の PP不織布（0.13および 0.88 
g/g-PP）を用いて、濃度 10 mg/lの BPA水溶液中で BPA
を吸着させた後、pH 4あるいは pH 12で洗浄し、これ
を再び濃度 10 mg/lの BPA水溶液に浸した。pH 12で
洗浄した場合（図中■、●）にはミセルの崩壊が起こ

るので、吸着していた BPAはほぼ脱着し、再び吸着さ
せるとほぼ同じ量の BPAが吸着されたと考えられる。
一方、pH 4で洗浄した場合（図中□、○）には、ミセ
ルの崩壊は起こらないので、ミセル中に取り込まれて

いない BPA、すなわちミセル周辺の疎水基との疎水性
相互作用で吸着している BPA のみが脱着されると考
えられる。したがって、両者の差がミセルに取り込ま

れた BPAと考えられる。ポリマーのグラフト量が多く
なるとミセルに取り込まれる BPA の割合が減少して
いる。これはグラフト量が増加すると物理架橋が増加

し、ミセルが形成されにくくなったためと考えられる。 
Fig. 2に BPA吸着量に及ぼすポリマー組成（共重合
割合）の影響の一例を示す。合成時の NaAMPSの割合
が高いポリマーの方が吸着量が大きかった。これは親

水基の割合が増えたために、ポリマー鎖の凝集が起こ

りにくくなり、疎水性相互作用による吸着が減少し、

ミセルへの取り込み割合が増えたためと考えられる。 
これらの結果から、ミセルへの BPAの取込みにはポ
リマー組成およびポリマーのグラフト量が大きく影響

するといえる。 
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Fig. 1  ミセルへの BPAの取り込みに及ぼす 
ポリマーのグラフト量の影響 
Temperature: 30℃
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400 / 400 (0.13 g/g)
560 / 240 (0.29 g/g)

Fig. 2  BPA吸着量に及ぼすポリマー組成の
影響の一例 
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